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会長 岩間真弓 

平成２６年３月８日（土）中華人民共和国駐新潟

総領事館及び新潟華僑華人総会のお招きで、新潟

市内のホテルオークラ新潟で行われました「２０

１４国際婦人デー」の記念レセプッションに出席

して参りました。 

 

毎年、新潟総領事館では、中国で行われている

「３・８婦人節」のお祭りを、新潟、山形、福島、

宮城四県の各界で活躍している女性を招き、女性

同士の日中間の交流の輪を広げる目的で開催して

おります。 
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レセプションでは、昨年来、大変親しくさせてい

ただいた王華総領事は、中国へ戻られたとお聞き

し、寂しさを感じました。王華総領事は、日本語

を話され日本が大好きで、また日本人を思いやる

優しい気持ちをお持ちになる親日派、日本におい

て大変ご活躍をいただきました。これからも、日

本と中国のためご尽力をいただきたいと思いま 

す。 

 

そして、今回新しい総領事にお会いし改めてご

挨拶させていただきました。お名前は、“何平”総

領事とおっしゃいます。中国語の発音の平和の意

味の“和平”と発音が同じですとご紹介がありま

した。是非、日本と中国の平和のための架け橋に 

なっていただければと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、私達日本人は、この国際婦人デーとなる

ものを知っている人がどれだけいるのでしょう。

この、国際婦人デーは、中国のお祭りではなく、

国連が決めた世界の女性のための日であり「1975

年（国際婦人年）の 3 月 8 日以来この日を「国際

婦人デー」と定めたもので、現在は国連事務総長

が女性の十全かつ平等な社会参加の環境を整備す

るよう、加盟国に対し呼びかける日となっている。」

とあります。女性の政治的自由と平等のために記

念とした日なのです。 

日本は、残念なことにこの大事な日を軽視して

おり、まだまだ女性に対しての考え方が発展途上

であると考えます。今や女性も宇宙に行ったり、

国会議員になったり、学校の校長先生になったり、

色々な場所で活躍し一昔前では考えられないこと

ですが、これが全てではなく、社会全体の一般女

性を見ると、子どもを産み育てることや、男性よ

り身体的な能力から社会において自分の力を発揮

できずにいる人も多いのではないかと思います。

人類を作っているのは、女性です。是非、これか

らは中国や世界の国々に習ってこの社会をバラン

スよくするために、女性のための日をみなで考え

ることできるようであってほしいものです。 

 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/1975%E5%B9%B4
http://ja.wikipedia.org/wiki/1975%E5%B9%B4
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山元隆雄 

 今年も恒例の春節を祝う会が 2014 年 2 月 2 日

(日)、10 時から福島市中央学習センターで開催さ

れた。 

 

 私達関係者は 30 分前には集合し、調理室の道具

の準備、買い出してきた野菜や肉などの材料を調

理台へ、そして受付の準備をしているとぞくぞく

と会員が集まってきました。まずは饺子の具の白

菜切りから始まり、皮づくり、お湯わかしと続き、

人もどんどん多く集まり、自己紹介をしながら互

いの話がはずみ、騒がしい中で互いに楽しく作業

を進めました。一方玄関先では餅つきが始まり、

ペッタンコペッタンコとやっているうちに中国の

方もやらせてと割って入ってきたり、長い棒での

コネつきもあり声を合わせて楽しくもちつきをし

ました。 

 

 

 

 

 

時間も 12 時を過ぎ皆さんお腹もすいていて、い

よいよ食事会が始まりました。 

たくさんの水饺子、お雑煮、あんこ餅を皆さんで

食べ満足しました。ちなみに本日は 50 名の出席で

教室もいっぱいに盛況でした。 

 

食事をしながら、岩間会長の馬頭琴の演奏に始

まり、斉藤ヨシ子さんのオカリナ演奏、熊谷悦子

さんと山元由季子さんのフラダンス、花架拳教室

の皆さんの演舞等々、多彩な芸が披露され、また

来年の再会を約束して終了となりました。 
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齋藤佐久男 

5 月 31 日、福島市中央学習センターのどようの広

場に参加しました。この催しは中央学習センター

の主催で、利用者団体が各々活動内容を市内の子

供たちに披露する形式で、春と秋に開催されてい

ます。 

 

 

 

 

 

当交流会ではチャイナの広場ということで、「中

国少数民族衣装」「中国楽器」「中国切り絵」を中

心に中国並びに当交流会の活動を紹介しました。 

 

 

 当日は、岩間会長、猪股監査、山元監査、菅野

理事が活動に参加されました。会の基本が単なる

中国文化の紹介ではなく、実際に触れて体験し交

流することですので、10 人 20 人とまとまって訪

れる子供たちとその父母に体験していただくのは、

皆さん大変なご苦労があったようです。それでも

美しい異国の衣装や煌びやかな飾りを身につけた

姿を鏡に映して嬉しげな顔。見たこともないよう

な二胡や馬頭琴に触れ実際に自分の動かした弓と

弦から音が驚きと興奮した顔。一見複雑で難しそ

うな中国切り絵を中国切り絵用の鋏で切っていく

ときの真剣な表情と完成したときの達成した顔。

これらの多くの子供たちの顔と出会えたことは得

がたいことでした。 

 10 時から 12 時までの限られた時間の中で子供

たちは、スタンプラリーで各催しを回らなければ

ならず、多少の慌ただしさはありましたが、それ

でも子供たちには中国文化に触れてもらえ、多く

の笑顔と出会え、有意義な活動が出来たと思いま

す。 
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今年度は 8 月に内モンゴル自治区へ旅行に行く

予定です。大草原を馬に乗って駆け抜け、夜はゲ

ルに泊まって、満天の星空を見に行きませんか？

皆さまのご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 当交流会のフェイスブックページを立ち上げました。

フェイスブックにログインして、「福島日中文化交流会」

と検索していただけると、ページにアクセスできます。 

 活動を随時に報告していきたいと思います。皆さま

の投稿やコメント、「いいね！」ボタンをお待ちしてい

ます。 
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          お知らせ    

会員の皆さま 

  

いつも福島日中文化交流会へのご支持とご協力感

謝申し上げます。 

 

平成２６年度の会費及び各種会費納入のお願い 

 下記へよろしくお願いいたします。 

※未納の方は、７月末日までにご入金ください。 

会費納入について 

（1） 郵便局振込みの場合（お近くの郵便局で） 

02220-7-105525 福島日中文化交流会 

（2） 銀行振り込みの場合 

振 込 先：普通預金 東邦銀行保原支店 

口座番号：733649 

名 義 人：福島日中文化交流会 

       会長 岩間真弓 

住 所：〒960-0613  

        伊達市保原町字内町 21-5 

（3） 会費について 

法人会員 10,000円  個人会員  3,000円 

中国人会員 1,000円 

中国語会話教室からお知らせ 

◎ 中国語会話教室第４４期募集開始！  

日時：平成２６年４月～平成２６年９月       

 場所：福島市中央学習センター 

 内容：  

入門 

 講師：岩間真弓 

毎週木曜日午後６時 00分～７時 00分 

初級 

 講師：岩間真弓 補助講師 劉暢 冯家男 

毎週木曜日午後７時１５分～８時４５分 

中級 

 講師：李淑薇 

毎週火曜日午後６時 30分～８時 30分 

 

 費用：一ヶ月 3,000×6 ヶ月＝18,000円 

※一クラス分の授業料で 3 クラス受講可能 

※各クラス授業日は都合により変更する場合あり。 

 

◎第８３回中国語検定試験開催  

 日時：平成２６年６月２２日（日） 

 場所：福島テルサ 

 内容：準 4級・4級・3級・2級・準 1級  

 

「当面の行事のお知らせ」 

1 花架拳教室 

 日時：毎月第２日曜日（都合により変更もある） 

 場所：福島市中央学習センター 

 内容：護身術である花架拳を演舞する 

 費用：1年分 ９,６00円（800円×入会月から） 

 講師：日本花架拳学会 飯田加寿子 

 

2 健康マージャン教室 

 日時：毎月第２日曜日（都合により変更もある） 

 場所：福島市中央学習センター 

 費用：1年分 6,000 円（500円×入会月から） 

 内容：吸わない・飲まない・賭けない健康なマージャン 

 

3 日本語教室 

日時：毎週木曜日 16：00～18：00 

場所：福島市中央学習センター 

費用：500円×月 

 

講師募集！ 

内容：中国人に日本語を教える 

＊講師料はお支払いできません。教科書各自負担。 

  

 
『福島日中文化交流会ホームページ』 

http://www.rizhongwenhua.com/ 
 

 

≪編集後記≫ 

 青葉若葉のみぎり、皆様にはますますご健

勝のほどお喜び申し上げます。  

いつも会の活動に参加してくださり、厚く

お礼申し上げます。  

          （編集担当） 

你好! 

最近忙吗? 


